
東美濃丘陵が一番いい 

広報ときは 

古紙配合率100％再生紙を 
使用しています 



10
月
22
日（
日
）と
23
日（
月
）

の
両
日
、
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
土
岐
で

「
第
18
回
土
岐
市
福
祉
の
日
」
の

催
し
が
行
わ
れ
、
22
日
は
、
福
祉

ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
23
日
に
は
、
社
会
福
祉

大
会
と
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ

れ
、
日
ご
ろ
福
祉
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し
て
、
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
通

り
で
す
。
〈
敬
称
略
〉 

  
 

■
土
岐
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会 

藤
田
善
平 

■
土
岐
市
な
で
し
こ
会 

水
野
洋
子 

 

■
土
岐
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会 

川
本
春
陽 

■
土
岐
保
護
区
保
護
司
会 安

藤
節
子 

 

（
財
）
田
口
福
寿
会
、
名
古
屋
ヤ

ク
ル
ト
販
売
（
株
）
、
東
濃
地
区

社
会
福
祉
事
業
協
力
会
、
土
岐
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
※
そ
の
ほ
か
、 

30
人
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

   

小
島
次
郎
、
鈴
木
澄
子
、
深
萱
俊

雄
、
竹
口
鉄
雄 

 

■
市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
林
茂 

■
市
議
会
議
長
賞
　
　
安
藤
静
子 

■
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
梅
村
ミ
サ
エ 

■
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
地
和
子 

■
福
祉
事
務
所
長
賞
　
交
告
巳
利

■
優
秀
賞
　
安
藤
純
逸
、
岡
田
美

恵
子
、
井
波
ト
ヨ
、
水
野
義
昭
、

中
島
玉
枝 

■
努
力
賞
　
平
井
つ
た
よ
、
黒
田

正
春
、
奥
村
隆
、
楓
か
つ
子
、
籠

橋
弘
子 

詳
し
く
は
、
第
4
回
日
本
ユ
ー

モ
ア
陶
彫
展
事
務
局
（
文
化
振
興

課
・
内
線
5
5
4
）
へ
ど
う
ぞ
。 

第
4
回
日
本
ユ
ー
モ
ア
陶
彫
展

の
本
展
審
査
が
10
月
19
日
に
行
わ

れ
、
本
展
に
進
ん
だ
20
作
品
の
中

か
ら
、
大
賞
に
は
、
兵
庫
県
小
野

市
の
高
校
教
諭
・
井
上
直
（
た
だ

し
）
さ
ん
の
「
ハ
ー
ト
な
笑
い
の

ス
ペ
ー
ド
な
関
係
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。 

井
上
さ
ん
は
、
石
の
彫
刻
が
専

門
で
、
陶
彫
に
は
、
初
挑
戦
。
何

度
も
失
敗
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披

露
し
、
「
び
っ
く
り
し
た
。
う
れ

し
い
。
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
生
徒
に
伝
え
た
い
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。 

市
内
で
は
、
妻
木
町
の
勝
野
正

博
さ
ん
の
「
爆
笑
」
が
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
翌
20
日
の
表

彰
式
の
席
上
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
・
福
田
繁
雄
審
査
委
員

長
か
ら
、
「
回
を
重
ね
る
ご
と
に

作
品
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
お
り
、

審
査
に
苦
労
し
た
」
と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。 

受
賞
作
品
10
点
は
、
バ
ー
デ
ン

パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
な
ど
、
市
内
に

設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

受
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。 

〈
敬
称
略
〉 

■
大
賞
　
井
上
直 

■
金
賞
　
金
正
逸
（
金
沢
市
） 

■
銀
賞
　
常
行
竜
太
郎
（
瀬
戸
市
） 

■
優
秀
賞
　
勝
野
正
博
（
妻
木
町
）、

亀
井
幸
一
（
瀬
戸
市
）、
小
林
哲

郎
（
愛
知
県
七
宝
町
）、
松
浦
弘

道
（
静
岡
県
長
泉
町
）、
出
口
清

廣
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）、
堀
内

め
ぐ
む
（
大
阪
府
摂
津
市
）、
石

橋
庚
和
（
岡
山
県
備
前
市
） 

優秀賞・勝野正博さん「爆笑」 大賞・井上直さん「ハートな笑いのスペードな関係」 



人
類
は
太
古
、
狩
猟
生
活
が

中
心
で
あ
り
ま
し
た
が
、
1
万

年
程
前
に
農
耕
を
始
め
定
住
す

る
と
い
う
農
業
革
命
に
よ
り
、

鉄
器
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
文

明
を
切
り
開
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
18
世
紀
後
半
か
ら

20
世
紀
前
半
に
か
け
て
産
業
革

命
を
推
進
し
、
物
資
文
明
を
築

き
上
げ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
20
世
紀
後
半
に
出

現
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
代

表
さ
れ
る
高
度
情
報
社
会
を
ア

ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
が
「
第
三

の
波
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
さ
に
、
情
報
革
命
の
始
ま

り
で
す
。 

し
か
も
、
情
報
技
術
の
進
歩

は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、

ム
ー
ア
の
法
則
（
半
導
体
の
進

歩
は
、
18
カ
月
で
2
倍
）
と
か
、

ギ
ル
ダ
ー
の
法
則
（
通
信
の
進

歩
は
、
12
カ
月
で
2
倍
）
と
い

っ
た
事
象
が
現
実
味
を
帯
び
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
中
心
と
す
る

情
報
通
信
機
器
の
進
歩
は
、
目
を

見
張
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。 

20
年
程
前
に
は
、
数
億
円
も
し

た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

機
能
は
、
現
在
、
数
十
万
円
の
パ

ソ
コ
ン
で
充
足
さ
れ
る
と
い
わ
れ

ま
す
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
、

わ
ず
か
十
数
年
の
間
に
急
速
に
普

及
し
一
般
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
身
近
な
携
帯
電
話
の

進
歩
は
、
驚
く
ば
か
り
で
あ
り
ま

す
。 ア

ナ
ロ
グ
方
式
の
第
一
世
代
の

携
帯
電
話
が
出
現
し
て
約
20
年
、

10
年
前
に
は
、
契
約
数
３
０
０
万

台
程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
第
二

世
代
の
デ
ジ
タ
ル
方
式
を
経
て
、

現
在
は
、
第
三
世
代
に
入
り
つ
つ

あ
り
、
契
約
数
も
９
３
０
０
万
台

と
飛
躍
的
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
、

国
民
一
人
1
台
の
時
代
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。 

音
声
通
信
の
み
か
ら
、
動
画
を

含
む
映
像
機
能
も
備
え
、
視
・
聴

を
満
足
す
る
ま
で
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。 

要
す
る
に
、
携
帯
電
話
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
、
Ｔ
Ｖ
視
聴
、

電
子
決
済
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
機
能
付
加
に
よ
り
電
話
を
超

え
た
高
機
能
情
報
端
末
と
な
り
、

今
や
個
人
個
人
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

に
さ
え
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
も
5
年
後

に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
す
る

予
定
で
あ
り
、
双
方
向
性
が
確
保

さ
れ
る
と
と
も
に
「
放
送
と
通
信

の
融
合
」
が
、
現
実
の
も
の
と
な

る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

そ
こ
で
、
今
後
10
年
の
情
報
通

信
の
進
歩
を
展
望
い
た
し
ま
す
と
、

放
送
局
が
一
方
的
に
視
聴
者
に
情

報
を
伝
達
す
る
方
式
か
ら
、
視
聴

者
サ
イ
ド
も
情
報
発
信
す
る
時
代

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

つ
ま
り
、
情
報
伝
達
が
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
型
の
中
央
集
権
的
な
も
の
か

ら
、
ネ
ッ
ト
型
へ
変
革
し
て
行
く

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

換
言
す
れ
ば
、
従
来
の
「
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
」
に
よ
る
一
元
的
な
価

値
感
形
成
か
ら
、
誰
も
が
情
報
発

信
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
の
出
現
に
よ

り
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
「
情
報

の
送
り
手
と
受
け
手
の
関
係
」
が
、

従
来
の
送
り
手
主
導
の
「
一
対
多
」

か
ら
、
誰
で
も
情
報
発
信
が
で
き

る
「
多
対
多
」
の
メ
デ
ィ
ア
構
造

と
な
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
す
ら

一
つ
の
メ
デ
ィ
ア
に
過
ぎ
な
い
時

代
と
な
っ
て
、
「
送
り
手
主
導
か

ら
受
け
手
主
導
の
情
報
社
会
が
出

現
す
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。 

そ
う
な
る
と
、
テ
レ
ビ
局
の
収

入
の
中
心
で
あ
る
広
告
料
な
ど
が

ど
ん
ど
ん
ネ
ッ
ト
系
統
へ
流
れ
、

新
聞
も
ネ
ッ
ト
に
流
れ
て
部
数
が

減
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

さ
ら
に
、
携
帯
電
話
も
い
よ
い

よ
第
三
世
代
に
入
り
、
や
が
て
第

四
世
代
へ
移
行
す
る
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
素
人
の
私
に
は
具
体
的

に
ど
う
な
る
か
判
然
と
し
ま
せ

ん
が
、
も
の
す
ご
く
便
利
な
も

の
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

究
極
的
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
構

造
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
一

元
的
に
情
報
が
流
さ
れ
る
送
り

手
主
導
の
「
一
対
多
」
か
ら
、

多
様
な
送
り
手
の
出
現
に
よ
る

「
多
対
多
」
と
な
り
、
や
が
て

名
実
共
に
受
け
手
主
導
の
「
多

対
一
」
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い

わ
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
、
近
未
来
の
経
済

社
会
の
情
報
化
の
中
で
、
雅
味

や
趣
味
・
好
み
・
使
い
勝
手
の

良
さ
な
ど
、
消
費
者
の
感
性
に

訴
え
る
陶
磁
製
食
器
の
商
品
開

発
や
販
路
拡
大
の
た
め
に
、
情

報
技
術
の
利
活
用
が
重
要
な
意

味
を
持
つ
時
代
が
や
っ
て
来
る

と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ

う
。 な

お
、
パ
ソ
コ
ン
は
、
戯
れ

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
市
で
は
セ
ラ
ト
ピ
ア

土
岐
2
階
に
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 
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た
わ
む 

が
　
み 



アンガールズ いつもここから 

24時間テレビの100kmマラソン達成！　 
今や不動の人気を誇るあの「アンガールズ」や「いつもここ
から」が土岐市にやって来ます。 
大人気の公演です。良い席はお早めに。 



ストラックアウトに挑戦する小学生 

立ち幅跳びの測定をする親子 



◆期日　平成19年　1　月11日（木）・12
日（金） 
◆場所　シンクタンク庁舎（岐阜市） 
◆申し込み　市消防本部・南消防署に
備え付けの申込書に必要事項を記入の上、
受講料（会員　5,000円、非会員　8,000円）
を添えて、12月　1　日～15日に同本部内・
危険物安全協会へ。 
詳しくは、市消防本部または、南消

防署（　○58　0119）へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　12月　7　日（木）午後　6　時30分～
　8　時30分 
◆場所　セラトピア土岐 
◆内容　①「すばるで見る太陽系の今
日と明日」（講師：自然科学研究機構
国立天文台教授　唐牛宏氏）　②「脳
研究が開く新しい世界」（講師：自然
科学研究機構生理学研究所教授　柿木
隆介氏） 
◆参加費　無料 
詳しくは、自然科学研究機構核融合

科学研究所研究推進課（　○58　2022）へ。 

対象は、以下の通りです。 
●「第18回特別給付金」または「第20

回特別給付金」を受給されていた戦傷

病者の妻の場合 

①戦傷病者の方が、平成18年10月　1　日
に、増加恩給・傷病年金・特例傷病恩
給・障害年金などを受けている場合 
②戦傷病者の方が、平成　8　年10月　1　日
（または平成　5　年　4　月　1　日）以降、平
成15年　3　月31日までの間に、一般のけ
がや病気で死亡（平病死）された場合
③戦傷病者の方が、平成　8　年10月　1　日
（または平成　5　年　4　月　1　日）以降、平
成15年　3　月31日までの間に、公務傷病
や勤務関連傷病で死亡された場合 
●新たに戦傷病者の妻となられた場合 

①平成13年　4　月　2　日から平成15年　4　月
　1　日の間に、夫が戦傷病者として、増
加恩給・傷病年金・特例傷病恩給・障
害年金などの受給権を取得した場合 
②上記の期間内に、戦傷病者として、
これらの年金を受けている方と婚姻し
た場合 
◆受付期間・窓口　10月　2　日～平成21
年　9　月30日・福祉課厚生援護係 
詳しくは、同係へどうぞ。 

「岐阜県民手帳」の販売を11月15日
（水）から開始します。 
◆規格　　サイズ＝17.3cm×9.1cm 
　表紙＝ソフトビニール　　色＝紺・
えんじ・グレー・淡い水色 
◆価格　480円（税込み） 
◆販売場所　総合政策課、各支所 
詳しくは、総合政策課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　12月　7　日（木）午後　1　時～　4　
時 
◆場所　多治見市文化会館 
◆内容　①「歴史街道と人々の暮らし
～明治天皇の御巡幸と道路改修につい
て～」（講師：中津川市史編さん室総
括編さん員　吉田三郎氏）　②「道の
駅を活かした地域づくり」（講師：道
の駅・どんぶり会館駅長　丹羽正孝
氏）　③「最近の道路行政について」（講
師：多治見砂防国道事務所長　岡本敦
氏） 
◆参加費　無料 
詳しくは、多治見砂防国道事務所へ。 

秘書広報課・内線186 

◆日時　12月　7　日（木） 
　　　　午前10時～午後　3　時 
◆場所　文化プラザ 

おわびと訂正 

法務省と全国人権擁護委員連合会
では、国際連合総会において、世界
人権宣言が採択された12月10日の「人
権デー」を最終日とする一週間を「人
権週間」と定め、人権意識の高揚を
図っています。 
人権とは、私たちが幸福な生活を

営むために必要な固有の権利であり、
この権利は、日本国憲法によって、
すべての国民に保障されています。 
私たちは、基本的人権をお互いに

尊重し合うとともに、大切に守り育
てていかなければなりません。 
 



下水道には、「休止・再開・廃止」
制度があります。 
長期間、下水道を使用しないときに、
「休止届」を提出していただくと、水
道使用量が　0　m3　の場合に、下水道使用
料が無料になります。再び下水道を使
用する場合は、「再開届」を必ず提出
してください。 
また、下水道を廃止する場合は、「廃
止届」の提出と「閉栓」を忘れないで
ください。 
詳しくは、下水道課へどうぞ。 
 
 
 
 
介護サービス情報の公表制度は、今
年　4月に施行された、改正介護保険法
に盛り込まれた新しい制度です。 
介護サービスの利用にあたり、自分
に合った適切なサービスや事業所・施
設の選択に活用してください。 
◆照会先　　岐阜県指定情報公表セン
ター（　058-273-1111・内線2524）
　岐阜県介護サービス情報公表システ
ム（http://kouhyou.winc.or.jp/kaig 
osip） 
詳しくは、福祉課へどうぞ。 
 
 
 
 
本展では、出土遺物に見られる成形
時の痕跡がどのようにできたのかを、
実験によって復元する過程を紹介しな
がら、当時の成形技法を検証します。 
◆会期　平成19年　1　月28日（日）まで 
◆場所　瑞浪陶磁資料館 
◆入館料　　大人　200円　　小中学生
100円 
◆休館日　月曜日（月曜日が祝日の時
は、翌日と翌々日） 
◆開館時間　午前　9　時～午後　5　時15分
※入館は午後　4　時45分まで 
詳しくは、瑞浪陶磁資料館へどうぞ。 

◆日時　12月16日（土）午前10時45分～ 
◆場所　保健センター 
◆対象　中学生以上 
◆定員　36人（先着順） 
◆講師　服部節子氏（「岐阜料理教室」
主宰者） 
◆参加費　無料 
◆持ち物　エプロン、三角巾、タオル、
筆記用具 
◆申し込み　11月20日（月）～12月　1　
日（金）に、電話で農林課までお申し
込みください。 
詳しくは、農林課（内線244）へ。 
 
 
 
 

◆日時　12月24日（日）午前　9　時受け
付け開始 
◆場所　セラトピア土岐 
◆参加資格　市内在住・在勤の方、市
内の小中学生・高校生の方 
◆種目　　ジュニア男女シングルス
（小学生・中学　1　年生の部と中学　2　年
生の部に分かれます。）　　一般男女
シングルス　　男女ダブルス 
◆参加費　　シングルス　500円（小・
中・高生　200円）　　ダブルス　1,000
円（小・中・高生　500円）※当日徴収 
◆申し込み　はがきまたは、封書で12
月15日（金）までに、市卓球協会事務
局・鈴木正貴さん（〒509-5203下石陶
史台6-38・　○57　7921）へ。 
詳しくは、同協会・鈴木さんへ。 

社会福祉協議会では、老人デイサー
ビスに勤務する介護員（日々雇用）を
募集します。 
◆募集人員　　1　人 
◆給料　時給950円以上 
詳しくは、社会福祉協議会・吉村さ

んへどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
毎年、冬を迎えると、水道管や水道

メーターが凍結して、水が出なくなっ
たり、破損したりする事故が多発しま
す。その際の修繕費用や漏水した水の
料金は、個人負担となってしまいます。 
毎朝、いつもどおりに水道が利用で

きるよう、事前に防寒して破損事故な
どを防ぎましょう。 
●要注意な個所 

・露出している水道管や水道メーター 
・屋外の蛇口、散水栓など 
●防寒方法 

・発砲スチロールや布などで覆う。 
・メーターボックスの中に、保温材を
入れておく。 
●凍結してしまった場合 

・ぬるま湯をかけて解凍する。（火や
熱湯は、使わないでください。） 
※修理などの依頼は、土岐市水道工事
指定店へお願いします。 
詳しくは、水道課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　12月　1　日（金）午後　2　時～　4　
時 
◆場所　セラトピア土岐 
◆講師　多治見税務署法人第一部門担
当係官 
申し込みなど詳しくは、（社）多治

見法人会へどうぞ。 



  18日（月） 午後　1　時～　3　時40分  市役所　3　階・第　1　会議室 
  ※要予約 

  毎週火曜日 午後　1　時～　4　時 
  ※26日を除く  

  13日（水） 午後　1　時～　3　時 

  20日（水） 午後　1　時30分～　3　時
 市役所　1　階・会議室　1　（税務課隣） 

   30分 
  毎週月・水・金 午前　8　時30分～午後

 市役所　1　階・児童課（内線166）   曜日 　5　時15分 
  毎週月曜日 午前　9　時～正午 

  13日（水） 午前10時～午後　3　時 ウエルフェア土岐（　○57　6661） 
  月～金曜日 午前　8　時30分～午後 
   　5　時15分 
  月～金曜日 午前　8　時30分～午後

 ウエルフェア土岐、恵風荘、ひだまり 
   　5　時15分 

  月～金曜日 午前　9　時～午後　5　時 ひだ 保育園（　○55　0337）     つまぎ保育園（　○57　5377） 

※いじめで悩んだり、困ったりして
いる場合の相談も行っています。
一人で悩まないでお気軽にご相談
ください。 

    教育相談室・浅野教室（　○55　8555） 
 
  月～金曜日 午前　9　時～午後　3　時 
  12日（火） 午後　7　時～　9　時  
 

 
妊婦さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成18年　8　月16日～31日生まれ 

平成18年　9　月　1　日～15日生まれ 
  
 
 

16歳以上69歳以下の方 
65歳以上は、60～64歳の間に献
血経験のある方 

毎週木曜日 
（休日を除く） 

12月12日（火） 

12月19日（火） 

12月　5　日（火）  
12月20日（水） 
12月　8　日（金） 

12月15日（金）  

12月　4　日（月） 
 
12月11日（月） 

 
 
12月10日（日） 
 
 

　1　日～15日生まれ 

16日～31日生まれ 
下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
土岐津・泉地区 
該当児には、視聴覚検
査票を郵送する際に健
診日を通知 
下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
土岐津・泉地区 

12月　5　日（火）  
 
12月20日（水） 

12月11日（月） 

12月22日（金） 

下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
 
土岐津・泉地区 

平成18年 
　7　月生まれ 
 
平成17年 
　5　月生まれ 
 
平成15年 
11月生まれ 
 
平成16年 
11月生まれ 

平成14年 
11月生まれ 
平成15年 
　5　月生まれ 
平成16年 
　5　月生まれ 

 
午前　9　時～11時30分 
 
 
午後　0　時45分～　1　時 
 
 
 
 
 
午後　0　時45分～　1　時 
 
 
 
 
 
 
午前　9　時30分～10時30分 
 
 
 
午後　1　時30分～　1　時50分 
 
 
 
 
 

午前10時～午後　3　時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駄知公民館 

 
持ち物：妊娠届出書 
 

持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票  
持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票（　1　歳　6　カ

月児健診と　3　歳児
健診のみ必要） 

　　　　歯ブラシ（　2　歳児
歯科健診のみ必要） 

※ご希望によりフッ化物塗
布を行います。 
料　金：500円 
 
持ち物：母子健康手帳 
　　　　歯ブラシ 
料　金：500円 
 
 

持ち物：母子健康手帳 
　　　　予診票  
 
 
 

持ち物：献血手帳 

※生後　6　カ月未満でBCGワクチンを接種していないお子さんも含みます。 
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよくお読みください。 

診療科　内科・小児科 
場　所　駄知町1272－　5　（とき陶生苑隣・駄知診療所併設　　○59　1500） 
急病の際の医院照会は、救急医療情報センター（　○55　3799）へ 

12月の診療日：　3　日（日）・10日（日）・17日
（日）・23日（土・祝）・24
日（日）・31日（日） 

診療時間：午前　9　時～午後　6　時 
 （受け付けは、午後　5　時30分まで） 


